
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  
 

広島県⼤学⽣地域連携活動発表会が本学広島キ
ャンパスにて昨年に続き開催され、オンラインも
含めて 160 名が聴講しました。今年度は昨年度よ
り 3 ⼤学増え、参加⼤学が安⽥⼥⼦⼤学・安⽥⼥
⼦短期⼤学、福⼭平成⼤学、広島⽂教⼤学、広島⼤
学、広島⼥学院⼤学、広島修道⼤学、広島国際⼤学、
広島⼯業⼤学、広島経済⼤学、広島市⽴⼤学、⽐治
⼭⼤学・⽐治⼭⼤学短期⼤学部、⽇本⾚⼗字広島看
護⼤学、県⽴広島⼤学、エリザベト⾳楽⼤学、叡啓
⼤学（発表順）の 15 ⼤学が参加しました。 
 学⻑挨拶、広島県知事・県議会議⻑のメッセージ
の紹介に続いて、追⼿⾨学院⼤学教授藤⽥武弘⽒
が「域学連携活動の現代的意義」の演題で基調講演
を⾏い、農村と都市との関係などの歴史的展開を
説明したうえで、中⼭間地域にみる関係⼈⼝増加
の重要性、学⽣も含めた関係者の当事者意識の形
成の必要性を論じ、⼤学と地域の連携活動が果た
す役割について具体的事例から論じました。 
 学⽣活動発表では、三次市、⼤崎上島町、江⽥島
市、安芸太⽥町、呉市豊島町、広島市東区⽮賀、広
島市安佐南区祇園、府中市、廿⽇市市、東広島市、
尾道市瀬⼾⽥町等での活動が紹介され、その内容
は出張理科教室、動物の愛護活動、認知症カフェ、
⾼齢者や乳幼児のサロン、防災訓練、特産品の開
発・販売、SDGs と関連した環境保護活動、⼦ども
向けのイベント実施、⼦どもや地域と⼀緒に⾏う
アート活動、⾷品ロス削減、外国⼈観光客を対象と
したやさしい⽇本語普及、ラジオを通じた活動な
ど多岐にわたり、学⽣が県内多くの地域で幅広く 

 
 
 
活動していることが実感できました。 
 学⽣の発表後には、中国放送広報部⻑吉⽥幸⽒
による講評が⾏われました。講評では最初に、時間
をかけたと思われるスライドや繰り返し練習した
であろう発表リハーサルなど、学⽣⽬線に⽴った
うえで学⽣の熱意や努⼒を称え、地域課題に向き
合う学⽣の素晴らしさ、主体的に取り組む重要性
など、今後の活動を応援するメッセージを学⽣に
伝えました。 
 その後、今年度初の試みとしてポスターセッシ
ョンを⾏い、参加者はそれぞれの発表について質
問やコメントを⾏い、学⽣活動への理解を深めま
した。最後に学⽣交流会を実施し、互いの活動につ
いて感想などを語りあい、連絡先を交換するなど
輪が広がりました。 
 最後に参加された⼤学・短期⼤学、後援いただい
た広島県、広島県議会、中国新聞社、中国放送に御
礼申し上げます。   
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⽇時：2023 年 10 ⽉ 21 ⽇                 
場所：ふくやま草⼾千軒ミュージアム          
 
広島キャンパスでは例年、キャンパスメンバー

ズ制度の⼀環として、美術館・博物館を学⽣・教職
員が訪問し、県内の博物館・美術館等の展⽰を実際
に⾒学するミュージアムツアーを実施しています。
今年度は、10 ⽉ 21 ⽇に福⼭市にある”ふくやま草
⼾千軒ミュージアム(広島県⽴歴史博物館)”に⾏
き、企画展「守屋壽コレクションにみる『⻄洋の古
地図と⽇本』」を全員で鑑賞しました。博物館の主
任学芸員・久下実⽒に展⽰資料の解説を⾏ってい
ただき、福⼭市出⾝の守屋壽⽒が 30 年以上かけて
収集した⽇本最⼤級の古地図コレクションの⾒ど
ころを教えてくださいました。また、常設展⽰室も
⾒て回り、引率の鈴⽊康之教授（地域創⽣学部地域
創⽣学科）にも、考古学の観点から当時の草⼾千軒
町の⺠衆⽣活や出⼟品について解説いただきまし
た。 

その後、近隣の美術館や資料館などを各⾃で⾃
由に⾒学しました。 

参加した学⽣には博物館や学芸員に関する講義
を受講している者も多く、ツアーの感想として「先
⽣や学芸員の⽅の解説があったため、普段なら⾒
落としそうなポイントもワクワクしながら⾒学で
きました。」「学芸員さんから展覧会のお話が聞け
たことがとてもよかったです。またこのような機
会があれば嬉しい。」とのお声をいただきました。 

⽇時：2023 年 11 ⽉ 11 ⽇                  
場所：広島国際会議場フェニックスホール          

 
左記ミュージアムツアーと同様に、県⽴広島⼤

学は、学⽣・教職員が広島県内の優れた芸術・⾳
楽・⽂化に触れることを⽀援するキャンパスメン
バーズ制度に加⼊しており、これには広島交響楽
団のコンサートも含まれています。 
 今年度は初めての試みとして、広島交響楽団の
コンサートのリハーサルやバックヤードの様⼦を
⾒学させていただいた上で公演を鑑賞する「コン
サートツアー」を実施しました。 
 オーケストラの知られざる実情や各演⽬に関す
る知識を教えていただいた上で鑑賞するコンサー
トは、普段より⾳楽に対する感覚が研ぎ澄まされ、
曲への情景がより鮮明に浮かび上がるものとなり
ました。 
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